
平成 30 年６月 15 日、国の文化審議会は文
部科学大臣に対し、「養老川流域田淵の地磁
気逆転地層」を国の天然記念物に指定するこ
とを答申した。今後、官報に告示されると正
式に天然記念物に指定される。

養老川流域田淵の地磁気逆転地層は、養
老川中流域の市原市田淵にある。この地域
では、平らな川底の両側に切り立った崖が
そびえ立つ独特な地形が見られるが、これ
は、房総丘陵が隆起するスピードが速いこ
とと、養老川流域が砂泥質の柔らかい地層
でできており侵食されやすいことが相まっ
て形成されたものである（写真１）。この地
層は、約 77 万年前に地球上で起こった最後
の「地磁気逆転現象」の記録が良好に保存さ
れていることから、今話題を集めている。
地磁気の逆転が起きたこの時代は、前期

更新世と中期更新世の境界と定められている
が、世界中でその時代の境界を示す模式的な
地層が見られる場所（国際標準模式地）が決
まっていない。現在、国際地質科学連合にお
いて、国際標準模式地を決める審査が行われ

ており、この地層が模式地の有力候補になっ
ている。認定された際には、約 77 万年前か
ら 12 万６千年前の時代が「千葉時代」を意
味するチバニアンと呼ばれることとなるた
め、注目を集めている。
一躍有名になったこの地層（写真２）だが、

この場所はもともと地磁気の逆転現象を示す
地層として地質学者の間では有名であり、研
究が進められてきた。また、地磁気の逆転境
界付近には白尾（びゃくび）火山灰層（Ｂｙ
ｋ－Ｅ）と呼ばれる、現在の御嶽（おんたけ）
山付近から飛来した火山灰の層が見られるこ
とから、地磁気が逆転した時期の地層が露頭
のどの位置にあるか理解しやすい。さらには、
当時に生息していた生物の化石が産出するこ
とから、地磁気逆転が起きたときの環境を知
ることができる。これらの学術的価値が総合
的に評価され、今回、国の天然記念物に指定
されることとなったのである。

養老川流域田淵の地磁気逆転地層が
国の天然記念物に指定されます
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写真１　養老川とそびえたつ崖

写真２　地磁気の逆転境界が見られる露頭
A：白尾火山灰層（Byk-E）（約 77万年前）
B：中期更新世の地層（Byk-E より上層。認定さ
れればこの年代がチバニアンと命名される）

C：前期更新世の地層（Byk-E より下層。）
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